
 

 

 

４．｢情報化社会とＩＴ革命｣ 

本時のポイント 

１．モノと情報の特質に着目して，工業化社会と情報化社会との違いを理解します。 

２．情報化社会への移行は，産業だけでなく社会一般に大きな影響を与えていますし，その移行への変化

が急激なために，ＩＴ革命といわれていることを理解します。 

（１）情報化社会  

①工業化社会から情報化社会へ 

１８世紀の蒸気機関の発明を発端とした機械工業技術の進歩は，

それまでの農業社会から工業化社会に移行させ，個人の生活から国

家や社会の経済活動まで広い分野を大きく変化させました。それを

産業革命といいます☆。モノ（工業製品）の大量生産やエネルギー

の大量消費を中心にした工業化社会は現在まで継続して発展してき

ました。 

１９７０年頃になると，特に先進工業諸国では消費経済が成熟化

して，大量生産・大量消費の経済が限界に近づいてきました。それ

に替わって情報技術の進歩と発展により，情報の価値がモノやエネ

ルギーと同等あるいはそれ以上に重視されるようになりました。情

報の価値を中心に社会経済が発展していく社会になってきたことが

認識され，脱工業化社会とか情報化社会といわれるようになりまし

た。 

②情報化社会の特徴 

工業化社会はモノが中心の経済でしたが，情報化社会では情報が

中心の経済になります。モノと情報では，経済原則が大きく異なり

ます。 

■「情報・知識の時代」

の到来； 

http://www.johotsusi

ntokei.soumu.go.jp/whi

tepaper/ja/h19/index.h

tml 
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 情報と人権 

モノは他人に渡せば自分の持分は減ってしまいます。工業化社会

では大量生産と大量販売が価値の源泉でしたが，互いの競争が激し

くなるのに伴い，業界全体としての利益価値は低下してしまいます。

すなわち，収益逓減の法則に従います。ところが情報（知識）は，

他人に渡しても減るものではありませんから，１個だけ作れば無限

の需要に応えることができます。しかも，メットカーフの法則「情

報の価値は端末数（利用者数）の２乗に比例する」ことになり，収

益逓増の法則に従うようになります☆。 

また，モノを貯蔵したり移動したりするには大きな流通コストが

かかりますが，米経済学者ジョージ・キルダーの仮説「Virtually 

Free：ハード・ソフト・通信の費用対性能の向上により，情報の発

信や受信にかかるコストは実質的に無料に近くなる」のように，情

報では時間・場所・空間の制約を解消することができます。インタ

ーネットの普及により，世界中がリアルタイムに情報を安価で送受

信できるようになりました。 
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 情報と人権 

（２）ＩＴ革命  

①「革命」の意義 

１９９０年代後半からは，インターネットに代表される情報技術

が急速に発展しています。情報流通の費用と時間を劇的に低下させ

て，企業活動，個人生活，国家経済など広範囲に大きな影響を与え

ています。その変化があまりにも急激で広範囲に影響を及ぼすこと

から，この変化をＩＴ革命（ＩＴ＝Information Technology：情報

技術）と呼ばれています☆。そして，ＩＴ革命が産業革命と同等な

影響を及ぼすと認識している人も多いのです。なお，ＩＴ革命が進

んだ社会を高度情報化社会といいます。 

フランス革命やロシア革命などの政治的な革命と同じように，Ｉ

Ｔ革命も従来の秩序や考えかたを根本的に覆します。その詳細につ

いては別章で取扱いますが，次のようなことが発生しています。 

(a) 産業構造が変わる 

工業化社会では大量生産・大量販売が効率的であり，それには巨

大企業が適していました。インターネットの普及により情報を製品

とする産業が出現しますが，この分野の産業は必ずしも巨大企業で

ある必要はなく，ベンチャビジネスが多く出現します。情報流通の

円滑化・低廉化により企業間での分業が容易になります。広い分野

を自足的に行なう巨大企業よりも専門の分野で高度な能力を持つ企

業が連携するほうが効果的なこともあります。しかも，インターネ

ットの普及は，提携相手を全世界的に求めることができます。 

インターネットの普及により世界は一つになると市場も競争も国

際化します。そうなると各国の事情による個別の法的規制が問題に

なります。また情報化以前の法的規制の不合理な面も問題になって

きます。このような観点から規制緩和が行なわれますが，それによ

り新しい業態が出現したり，異業種から参入したりするのも容易に

なります。 

■ＩＴ革命； 

http://www.itkoza.go

.jp/sub_1.html 
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 情報と人権 

このように，従来の産業構造を支えてきた秩序が大きく崩れてき

たのです。それをデ・コンストラクションといいます。 

(b) 経済が変わる 

米国経済は１９７０年代から１９８０年代にかけて低迷していま

したが，１９９０年代になると急速に回復し，２０００年までの長

期間にわたり繁栄を続けました。その大きな原因に情報化への積極

的投資があります。その投資が経済に刺激を与えたこと，しかもそ

の時期が集中処理から分散処理への移行やインターネットの普及な

ど，情報技術の変革期に合致して世界的な競争優位を確立できたこ

と，情報機器の低廉化により経済発展に伴うインフレを回避できた

ことなどがあげられます。すなわち，米国はＩＴ革命に早期に取り

組んだために経済を発展させることに成功したのです。 

情報ネットワークによる優位性は，世界全体を対象にした優位性

ですし，情報に伴いモノも動きますので，世界の経済活動の中心地

になります。これは単に経済効果があるだけでなく，自国の国際的

地位の向上にもなります。しかも工業化社会とは異なり自国の地下

資源などに影響されることが少ないという特徴があります。それで

各国がＩＴ革命を推進する政策をとっています。 

(c) 暮らしが変わる 

すでに若い人は携帯電話のない生活は考えられないでしょう。次

世代携帯電話では電話機というよりモバイル情報端末になります。

高速通信回線が低価格の固定料金制になるので，家庭でも企業と同

じように通信費用を気にしないでインターネットを使える環境にな

ります。すなわち，どこからでもいつでも無制限にインターネット

が使えるし，動画や音声も自由に扱えるようになるのです。 

そのような環境になると，自分の好きなテレビ番組をインターネ

ットで見たり，インターネット店舗でじっくり品定めをしたり，授

業をインターネットで受講するなどが日常的になります。また，公

■ライフスタイルの変

化； 

http://www.mext.go.j

p/a_menu/shotou/zyouho

u/main18_a2.htm 
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 情報と人権 

共サービスの面では，道路の混雑状況をナビゲータに表示するなど

が現在よりももっと容易になりますし，遠隔医療により僻地でも最

高の医療を受けることも可能になりましょう。 

(d) 教育が変わる 

公立小中高校では，２００１年には全学校で２００５年には全教

室でインターネットが利用できる状況になります。２００３年には

情報科目が高校の正課になります。パソコンやインターネットは国

民的常識になるのです。 

そうなると大学の教育も大きく変わってくるでしょう。パソコン

の操作を教えるのではなく，パソコンやインターネットを活用して

学習することを教えるなど，コンピュータリテラシの教育ではなく

情報を活用し情報を発信する情報リテラシーの教育が主になるでし

ょう。遠隔授業により他大学の授業を受講するとか，自宅で大学の

授業に参加するなど，授業の形態も変わってくるでしょう。また，

科目選択や証明書発行のシステム化など大学生活の中に情報活用の

場が増えてくるでしょう。 

 

本時の重要事項  

１．１８世紀の蒸気機関の発明を発端とした機械工業技術の進歩は，それまでの農業社会から工業化社会

に移行させ，個人の生活から国家や社会の経済活動まで広い分野を大きく 変化させました。それを

産業革命といいます☆。モノ（工業製品）の大量生産やエネルギーの大量消費を中心にした工業化社

会は現在まで継続して発展してきました。 

２．１９９０年代後半からは，インターネットに代表される情報技術が急速に発展しています。情報流通

の費用と時間を劇的に低下させて，企業活動，個人生活，国家経済など広範囲に大きな影響を与えて

います。その変化があまりにも急激で広範囲に影響を及ぼすことから，この変化をＩＴ革命（ＩＴ＝

Information Technology：情報技術）と呼ばれています☆。そして，ＩＴ革命が産業革命と同等な影

響を及ぼすと認識している人も多いのです。なお，ＩＴ革命が進んだ社会を高度情報化社会といいま

す。 

■情報科への対応； 

http://www.mext.go.j

p/a_menu/shotou/zyouho

u/main18_a2.htm 


